
私の専⾨は社会科学で、普段は⼈の意識
や⾏動について研究をしています。⽣態
学会になぜ社会科学の研究者がいるの
か？⽣物多様性を守るためには様々な分
野の関係者が連携する必要があります。
⽣物多様性の損失や⽣態系の破壊が多く
の場合、⼈間や⼈間の経済活動によって
引き起こされているとするならば、⾃然
環境の保全のためには⽣物や⽣態系その
ものの研究とともに、⼈間や⼈間社会に
関する研究も必要になってくるでしょう。
⽣態学を中⼼としながら様々な研究者や
関係者が集う⽇本⽣態学会は、問題解決
や新しい価値の創出を⽬指し異分野の⼈
が協働する「学会」の本来のあるべき姿
を体現していると思います。
さて、ちょっと堅苦しい話を最初に書
きましたが、私⾃⾝のことを正直に話す
と、私はただ⾃分の関⼼や直感をもとに
研究をしてきたにすぎません。しかしど
の学術分野においても、⾃分の関⼼や直
感を信じ、⼈との出会いを⼤切にしなが
ら⾃⾝がやるべき研究をすることが、
「研究者」に求められる姿勢なのかもし
れません。⽣態学会の⼤会期間中は素晴
らしい研究発表が連⽇されていますので、
研究とはどのようなものなのか皆さんに
とって多くのヒントが得られると思いま
す。そこで私はあえて他の⽅が話してい
ないようなテーマ「どうすれば幸せな研
究⽣活が歩めるのか」についてお話しし
たいと思います。
昨今、持続可能な社会を作ることの重
要性がますます叫ばれるようになってき
ましたが、まずはそこに⽣きる⼈々が持
続可能な⽣活・ライフスタイルを送って
いる必要があります。研究者に置き換え
て話すと、無理をして調査をしたり、ス
トレスを抱えながら研究をしているよう
では、⻑続きしないかもしれませんし、
その⼈の研究⽣活そのものが持続可能で
はなくなってしまいます。研究はいろい
ろな⼈と進めていくものなので、どのよ
うな⼈間関係を築いていったらよいかも
⼤事なテーマになるはずです。皆さんに
とって少しでも何かのお役に⽴てるよう
な、そしてご⾃⾝の将来やキャリアにつ
いて前向きに考えられるようなお話しが
できればと思います。

“ミジンコって可愛い”。私が科学
や⽣態学に⼊り込むことになった⼤
元のきっかけは、こんなありふれた
感覚でした。変わった⾝体の形、ど
こか愛嬌を感じる顔の形や表情にな
んとなく⼼惹かれたのを覚えていま
す。⾃由研究で近所の印旛沼のプラ
ンクトンを観察した際には、ミジン
コの泳ぎや採餌に加え、掬ったわず
かな⽔の中でのプランクトンの多様
性に感動しました。その後、花⾥孝
幸先⽣の「ミジンコはすごい！」と
いう本に出会い、ミジンコの外⾒の
みでなく、⼩さな⽣物が⾒せる多様
でユニークな捕⾷防御戦略など、そ
の⽣き様の⾯⽩さの虜になったので
した。
⽣態学を学べるという点から選んだ
進学先の東邦⼤学では、分⼦から進
化⽣態まで、対象⽣物も酵⺟から植
物、脊椎動物までと、⽣物学を体系
的に、且つ多様な分野を網羅して学
ぶことができました。その中でも、
特に私が強く⼼を動かされたのは、
幼少期から親しんだミジンコと湖沼
⽣態系でした。かつて興味を持った
ミジンコのユニークな戦略の発達が、
⽣態学・進化学の視点で説明できる
ことに感銘を受けました。勿論、幅
広く⽣物学を学んだ経験が、⽣態学
の⾯⽩さの理解にも役⽴っていると
思います。
現在は、特に、湖沼堆積物の中に
丈夫な休眠卵が残り、これの遺伝分
析や孵化ができるといったミジンコ
の特徴を活かして、ミジンコ個体群
の数や特徴の変化や、これらと湖沼
環境の変化の関係について、過去に
遡って現在までの時間変化を再現す
る分析を⾏っています。今回は、こ
の過去復元研究を中⼼にこれまで取
り組んできたプランクトン・湖沼⽣
態系の研究の紹介を通し、これらの
⾯⽩さとプランクトンの愛らしさの
⼀端をお伝え出来ればと思います。
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私は、⼟壌動物（⼟の中のむし）を対
象に、群集の分布を決める要因や⽣態
系の中での役割について調べています。
もとから植物や昆⾍は好きでしたが、
脚の多い⽣き物や⻑い⽣き物は苦⼿で、
⾃分が⼟壌動物の研究を仕事にしてい
ることをつくづく不思議に思います。
私が⽣態学という学問分野を認識した
のは、森林科学（林学）を専攻してい
た学部在学中でした。⾼校⽣の時に、
幼少期より取り組んできた⾳楽家への
道に限界を感じた私は、せめてなにか
世のためになることをできればと考え、
森林伐採や砂漠化などの環境問題、貧
困や紛争などの国際問題に取り組める
分野を探しました。その⾜掛かりとし
て⼤学で林学を学び始めたわけですが、
科学というよりかは実学に近い林学関
連の科⽬を履修する中で、⽣き物の分
布や振る舞いを論理的に説明すること
を⽬的とする⽣態学に魅了されました。
“世のため”にどうしても含まれる⼆⾯
性や⽭盾に疲れてしまっていたのも
あって、⽬的が純粋な⽣態学の世界に
安⼼したのも⼀因だと思います。そう
して⽣態学の本を読み漁っていた頃、
⾒たことのない独特なロジックで⽣態
系を説明する授業をしてくれた先⽣が
⼟壌動物の研究者でした。そこで、そ
の先⽣のもとで、修⼠課程に進んだの
が⼟壌動物との付き合いの始まりです。
そこから今に⾄るまでは、少々の紆余
曲折はあっても⼟壌動物のことばかり
考えています。好きになったから続け
ているというよりは、⽣物の分布や振
る舞いの理由が知りたくて⽣態学を始
めたのに、⼟の中はまるでカオスで、
これといった法則がなかなか⾒えてこ
ない、⼀般的な理論で説明がつかない
という状況からやめられずにいるとい
う側⾯が強いかもしれません。それで
も、ある程度続けてきたから分かって
きたこと、得た境地というものに最近
満⾜を覚えています。この講演では、
その少しずつ⾒えてきた法則を中⼼に、
⼟の中の⽣態学の魅⼒をお伝えできれ
ばと思います。


